
栃木県における後発医薬品使用割合の状況について

● 本県の平成30年度における後発医薬品使用割合は70.4%で全国平均の70.2%と比べ0.2ポイント高い状況であった。
● H30.3時点の後発医薬品使用割合は、前年度同期と比較して5.5ポイント上昇して73.9%となり、都道府県別の順位では25位であった。
● 市町における後発医薬品使用割合は、65.3%～84.4%と地域間で格差が生じている。(最も高い那須町で84.4%、最も低い矢板市で65.3%であった。）

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

全国 47.9 56.4 60.1 66.8 70.2

栃木県 47.5 54.7 58.7 66.4 70.4
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30年3月 順位

北海道 ７４．２ ２３

青森 ７４．３ ２２

岩手 ７９．０ ３

宮城 ７６．１ １２

秋田 ７３．５ ３１

山形 ７７．３ ７

福島 ７３．０ ３３

茨城 ７２．２ ３４

栃木 ７３．９ ２５

群馬 ７６．５ １１

埼玉 ７４．１ ２４

千葉 ７３．６ ２８

東京 ６８．５ ４４

神奈川 ７１．３ ３８

新潟 ７５．７ １３

富山 ７７．１ ８

30年3月 順位

石川 ７５．４ １６

福井 ７７．４ ６

山梨 ６６．８ ４６

長野 ７６．８ １０

岐阜 ７１．８ ３７

静岡 ７４．８ １９

愛知 ７３．８ ２６

三重 ７４．７ ２０

滋賀 ７３．５ ３１

京都 ７０．１ ４１

大阪 ７０．０ ４２

兵庫 ７２．２ ３４

奈良 ７１．９ ３６

和歌山 ７０．０ ４２

鳥取 ７７．０ ９

島根 ７７．６ ５

30年3月 順位

岡山 ７５．２ １７

広島 ７０．９ ３９

山口 ７５．５ １５

徳島 ６５．３ ４７

香川 ７０．８ ４０

愛媛 ７３．６ ２８

高知 ６７．５ ４５

福岡 ７３．７ ２７

佐賀 ７５．６ １４

長崎 ７４．４ ２１

熊本 ７５．２ １７

大分 ７３．６ ２８

宮崎 ７８．１ ４

鹿児島 ８０．７ ２

沖縄 ８３．０ １

全国 ７３．０ －

注１） 保険薬局で、レセプト電算処理システムで処理された調剤レセプトのデータをもとに分析したものであり、院内処方（入院、院内調剤）及び紙レ

セプトを含まない数値である（出典：「最近の調剤医療費（電算処理分）の動向」（厚生労働省保険局調査課）） 。

注２） 保険薬局の所在する都道府県ごとに集計したものである。
注３） 「数量」とは、薬価基準告示上の規格単位ごとに数えた数量をいう。
注４） 後発医薬品の数量シェア（置換え率）＝〔後発医薬品の数量〕／（〔後発医薬品のある先発医薬品の数量〕＋〔後発医薬品の数量〕）

都道府県別後発医薬品割合（数量ベース、％）
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平成27年3月 56.6 55.2 63.5 53.1 61.2 56.5 53.5 57.3 58.1 59.1 51.0 57.5 65.5 41.4 50.8 53.3 58.2 53.9 56.8 68.2 67.7 53.9

平成28年3月 62.3 60.0 68.2 60.7 68.3 62.3 60.4 61.8 65.4 64.0 54.4 63.5 68.0 56.0 55.3 59.6 62.2 62.6 62.6 70.3 71.7 63.2

平成29年3月 68.4 66.3 73.9 66.9 71.7 70.1 69.4 67.9 72.2 69.7 59.4 68.3 75.2 58.7 61.7 65.5 69.7 68.0 69.3 76.9 75.5 72.5

平成30年3月 73.9 71.4 79.3 73.6 78.6 76.0 75.0 72.2 78.0 74.7 65.3 72.3 78.3 66.7 67.6 70.5 80.2 73.8 74.2 81.6 84.4 77.8
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出典：厚生労働省「調剤医療費の動向調査（集計結果）」から （保険請求のあった薬局が３薬局以下の市町は空白となっています。）


